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Our vision 
だれもがまるごとणけとめられるऀ会 

わっかは、だれもが、まるごと受けとめられる社会を໪指して活ಊを行う஄ରです。 

 

 

 についてڧどもをखり巻く環ࢢ

子どもたちは「思うがまま」に過ごす時間や、まるごと受けとめられる経験が少なく 

なっています。今の子どもたちは、自෾ではรえることができない社会環境や୉人の 

意識のร化により「思うがまま」に過ごす時間やまるごと受けとめられる経験が少な 

くなっています。୉人の価஍観による඲価、ଠ者とのർ較や数字でනせる結果で子ど 

ものଚ在を条件෉きで೟める場ばかりになり、さらには、ஏ域社会においても、その 

子のまるごとを受けとめてくれるଚ在も少なくなっています。また、学校、学習塾、 

習い事、スポーツクラブなどでଡ๫なຘೖをૻり、஧間も、時間も、空間もなくなり 

つつあります。 

 

私たちは、まるごと受けとめられる場づくり 

をしたいという思いで 

 。などを行っています ۂࣆや ड़会いと学びを育む ۂࣆ৖ॶづくりڋ

 

 



 

 

 

 

 ༲ ಼ ۂ ࣆ

 

 ۂࣆ৖ॶづくりڋ   

   月ようわっか、金ようわっか、ೖようわっか、waccafe、のっぱらわっか 

   ฑೖわっか、さかっこクラブ（๎課後児ಒクラブ） 

    

   ड़会いと学びを育むۂࣆ 

   寺子屋わっか、こどものໂ஦સྙサポート事業、講演会 

   若者のਫ਼活・就࿓支援 

 

そのଠ 

   コロナଲ策緊急事業 

 

 

 

 

 

１ 

2 

3 



 

 
 

わっかの໪ࢨすࢡ 
 

だれもが、まるごと受けとめられる社会を໪指して、 

居場所づくり活ಊを஦心として活ಊしています。 

ೖ々、わっかに集まる人と過ごすೖ常を何よりも୉事にしています。 

そんな஦で、༹々な੢をซくことがあります。 

それは、その人のਫ਼きづらさのృ࿒であり、 

๽たちはそれに寄りశいたいと考えています。 

わっかの企画はすべて、 

そんな小さな弱い、でも確かな੢をきっかけに 

ཱིち上げてきたものばかりです。 

今、出会うあなたへ 私たちができることをやりକける それがᶺわっかᶺです。 

  



 

    

      回 のべ人数       こども ໌（ ໌） 

୉ਕ     ໌（ ໌）  

            ※（）಼ の人数はご൩を食べた人の数（持ち帰りも含む） 

  
 

今೧ౕの月ようわっかは、౲初からଡくの子どもୣが๜れてくれていました。ଡいೖで、40 ໌以上の子どもや
若者がわっかにやってくるೖもあり、うれしいൕ໚、居場所としてのༀ割が機೵しなくなってきていました。人
がଡ過ぎることにより、スタッフが子どもୣとゆっくり࿫したり、過ごしたりできなくなっていました。また、
周ว住຿とのトラブルになるような場໚もあり、໎らかに場所のキャパと໪指していることとのバランスが取れ
なくなっていました。それもあって、൬外ฦでご紹介している金ようわっかもはじめました。 
 しかしながら、月ようわっかとして、ずっと、こだわってきた月༷ೖにいつでも開いている๎課後の居場所と
してのఈ஥があるఖౕできたからこそ、ଡくの子どもୣが๜れてくれているのだと思っています。ただ、ຘ回の
ように参加してくれる子どもୣ、གྷはリピーターがଡいことは気になっていました。ボクୣは、居場所づくりと
言いながら、この場所に೘り浸ってほしいとはસく思っていないので、むしろ、ふと思い出したときに、๜れる
場所になるといいなと思っています。その๏が、その子やその人とௗい間お෉き合いできると思うからです。 

೧໎けから新型コロナウイルスの感ઝ拡୉により、居場所づくり活ಊも縮小をせざるಚないような状況になり
ました。その結果、๜れる子どもୣは୉きく減りましたが、それでもචགྷとしてくれる子どもや若者はずっとཔ
てくれています。それでྒྷいと思っています。これまでに๜れてくれていた子ୣも、また、ふと思いཱིったとき
に、わっかにཔてくれるでしょうから。 

 

 金ようわっか （金༷ೖ 17:30 ～ 20:00） 

回  のべ人数 こども ໌  ୉ਕ ໌ 

月ようわっかの人数がଡすぎることでゆっくり過ごすできない子どもୣがいました。そんな൶らの੢に応え

て、೧ౕ஦の 9 月から、金༷ೖの໹にもひっそりと開けるようにしました。少ないながらも、これまで࿫す 

ことができなかった子どもୣとも雑஌ができるいいきっかけになりました。 
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回   のべ人数   こども ໌   

୉ਕ ໌ / ボランティア ໌ 

 

 

       

     

 

ただ古຿家をあけているだけです。イベントもないし、઒໵家と呼ばれる人もいません。それでも、ここでみん

なでಋじ時間を過ごすことで、ೖようわっかが終わると LINE には、「ここがあることで、１週間がんばれる」「子

育てについてಋじしんどさを์えていることをஎって、少し楽になった」とメッセージをくれる๏がいます。 

 

子どもたちも「また行きたい」と言ってくれたり「次いつかซいてきます」とฯ護者を௪じて教えてもらうこと

もあります。この子たちと時間を重ねることで、この઎、もししんどくなったときに、わっかのことをおもいだ

して、月ようわっかなどにཔてくれたいいなって思っています。 

 

なんでもないೖ々を重ねることの意ັのようなものを、ここにくる人たちから教えてもらっています。 
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回  のべ人数 ໌   

     ゆっくりとした空気の஦で、༽事と༽事の合間の暇つぶしであったり、 
仕事の気晴らしであったり、おఋを்めるためにཔたりと、好きな場所で 
好きな過ごし๏をされていました。意外にも、෼඾寄෉を持ってཔてくださ 
る๏がଡく（ธ原学区外の๏も）色んな形で支えてくださる思いに触れるこ 
とが出པました。 

   
 

回  のべ人数 ໌  

     ໼ళの下、広い໼原で好き好きに過ごす。雨に見෥われた時には、ずぶぬれに
な             なりながら༣び、強෫の時はパラソルを広げて自෾もූいてみたりして。 

山にౌりだす子、火を起こしにໂ஦の子、ຌをಣんでಊかない子、ごっこ༣びを
はじめる子、自෾がやってみよう!にチャレンジできる場所として開催しました。 
今೧ౕの開催回数の減少のཀྵ༟として、夏の໢暑に見෥われ、೦஦症༩๹からお
休みせざるをಚなくなってしまった事、ྣ家からの火事で૖庫がસ焼した為、༣
びಕ具も೫えてしまい、十෾な環境અఈがೋしくなった事がཀྵ༟としてあります。
夏からしばらく、お休み期間をઅけることにはなりましたが、その෾、古຿家開
๎の事業に஭ྙし、古຿家がより居場所としてఈ஥するよう取りૌみました。 
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 回  回 



 

   

 ―‍ 回以৏  ౌ࿧児ಒ数 ໌

 
今೧は、クラブ運営 2 ೧໪になります。学ಒฯ育とはいえ、子どもୣの居場所をつくっているという意ັでは、

古຿家を開いて居場所を఑供している月ようわっかやೖようわっかとรわりません。まず、いかに子どもୣに安
心して過ごしてもらえるかを常に೨ಆにおきながら、ฯ育を実施してきました。 
 その઴఑の上で、私ୣは、༹々なチャレンジをକけています。私ୣが運営するクラブは公અのクラブなので、
ଠと差พ化して顧客獲ಚにච至になるචགྷはありません。だから、手をൊこうと思えば、手をൊいて、それなり
に運営することもできます。しかし、それでは、おもしろくないし、学ಒฯ育という෾໼の൅ఴにもつながらな
い。だから、私ୣは、常にクラブ運営の஦でேકをしକけながら、運営をしています。公અのクラブという条件
下で、どこまでやれるかのேકをକけています。 
今೧は、安સに最୉限にഓྂしながら、ઔ༣び企画も実施しました。また、去೧に引きକき、学校がௗ期休業期
間஦の、஫食の఑供も੷極దに実施してきました。スタッフ育成のためのಢ自研修も੷極దに実施しました。 

学ಒฯ育に௪う子ども限ఈにはなるけれども、๎課後の居場所を充実させ、その場が職業として成りཱིつ職場
として醸成されるように、さらなる౔ྙをକけていきたいと思います。 

  

 



 

 

回  のべ人数 ໌   

ฑೖの஫間にあけることで、その時間だからཔれる人との時間を重ねてました。 

近所のおばあちゃんたち７人が月に１回集まって一緒にご൩を食べたり、学校に行かな 

いમ୔をしている子どもୣやஏ域の೗༰児とฯ護者の๏が過ごす場となりました。 
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回  のべ人数 ໌  

   「テレビの音も周りもうるさすぎる！」「宿ୌする場所がほしい！」 
୉人数兄఍の子が੢を上げた事からはじまった寺子屋わっか。 
小学ਫ਼から஦学ਫ਼の子どもୣがスタッフと一緒に学習しています。 

   
小学３೧ਫ਼から஦学２೧ਫ਼までのಋじ顔ぶれが１೧間௪してཔていました。１２月以降から୉学ਫ਼ボランティ

アがཔてくれて、౲初は஑ずかしがっていた子供たちも੷極దに「ห強教えてー」と࿫しかけるようになってい
き、自ષに学ぶことを進んでやるฉ囲気になっていました。 

෈ౌ校の子どももほぼຘ回པていたので、学校のケース会議に呼んでいただく機会があり、その子の༹子をお
࿫しさせてもらいました。その結果、学校の課ୌを੷極దに行っていること、高校進学についても意ཋదとの൓
இから「寺子屋わっか参加＝学校出ੰ」と見なす๏向で検౾していただけることとなりました。結果దにですが、
わっかでਫ਼きづらさを์えた子どもを支えるきっかけがਫ਼まれたこと、嬉しく思いました。  
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加ं ঘ学ਫ਼ࢂ ໌  ஦学ਫ਼ ໌ 

 
 

子どもがまるごと受けとめられる経験をし、ໂ஦になれるものを見つけ、安心して自෾がໂ஦になるものを
やりぬくことで、結果దに成ௗすることを໪దとした事業です。 
そのために、小஦学ਫ਼に、൶らがໂ஦になるものをやりたいようにಧき詰めるサポートを、一緒に過ごすスタ
ッフやと子どものやりたいことの෾໼における઒໵家が行いました。スタッフと઒໵家が、子どものやりたい
ことを見守りつつ、චགྷに応じて、学習໚、ਫ਼活໚までサポートし、結果として、子どもの学ྙの向上を໪指
しました。 
 

３ೖ間ݸఈໃྋ学स会（ಝพ企画）12 ݆ 25 ೖ（ਭ）～27 ೖ（ۜ） 

  のべ１０໌  ୉学ਫ਼スタッフ ３໌ ボランティア １໌ 【 加ंࢂ 】

（株式会社PRO―SEED ༹とのコラボ企画） 

ฯंޤからのコメント 

・３ೖ間お世࿫になり、ありがとうございました。 

・子どもたちはとでも充実した時間を過ごしたようで、 

３ೖ間が終わってしまって໌残ੱしそうにしています。 

・家では、なかなか進まない宿ୌを見ていただいておかげで 

終えることができました。感謝しております、また、イベ 

ントなどがありましたら参加したいと言っています。 

 

 



 

 

講演会 ໌  交ླྀ会 ໌  

2018 ೧より 1 ೧に 1 回開催している居場所づくりサミット。 

みなさんのご参加により、今೧で 3 回໪を迎えました。今೧ౕは、宮ీ൑さんと 

小ྜྷ༟枝さんをお招きして「居場所づくり」についてみなさんと考えました。 

ࠦ౽ਇ紀さん（ファシリテーター୴౲）の Facebook よりൊਰ   

小ྜྷさんより「པたいならཔていいよ」というスタンツで行っている居場所の活ಊ紹介がありました。小ྜྷ
さんからは「(今の子どもたちは暇と言える時間が少なく)暇だっていえるのは、とても୉઀」と、子どもたちに
ંする時に୉઀にされているポイントをお࿫しされていました。また、小ྜྷさんのોກな語り口௒で、「○○
さんだからできるんじゃなくて、私にもできるかなと思ってもらいたい」と語りかけられました。 
つぎに、ひとのまの宮ీさんが「ただ一軒家を 24 時間空けているだけ」と語り始められました。その実ભはಢ
ಝなもので、子どもや若者、そしてふらっとやってくるホームレスの๏、刑༪者の๏といったଡ種ଡ༹な๏と
の交ླྀが紹介されました。宮ీさんは「それまでにಚてきたものが欠ཚしている状ସの若者なんだから、逸୦
していて౲ષ」と語られます。 
パネルディスカッションでは、参加者ಋ士の交ླྀもまじえて「居場所」について考える時間としました。 
今回は、運営といった஄ରのお࿫もさるものながら、関わっている人たちのリアルな収೘状況にയりつつ、活
ಊを継କすることと、自෾のਫ਼活をྈཱིさせることの困ೋ性について໎らかにしてみました。私たちの活ಊは
根性࿨や、ଡ業種でのਫ਼活で成ཱིさせるのがこうしたཱི場だとのชຼで語られる事もありますが「ふつーの人
がふつーにਫ਼活できる」ことの୉઀さを語る一๏で、支援者のਫ਼活を୴ฯしないのでは、継କができません。
また、それぞれの実ભๅ告をもとに、それらの実ભをどう෕ษ化しつつ、ଠのஏ域へร数として活༽するかを
考える時間でした。 

そして、少し࿫ୌを広げつつ「居場所」を考えてみました。居場所づくりを行われている஄ରは、広い意ັ
での社会ద཈護機೵をもっていることはこれまでにも語られてきましたが、それ自ରがスタートஏ఼から、国
家が作ってきた子どもや若者にଲする外ద事項にଲするアンチテーゼとして຿間から起こってきたものであ
り、ೖ々を重ねることの困ೋさがଁえていることをつまびらかにしてみました。根っこには、人が人であるだ
けでଜ重され、୉઀にされていく「人権」のお࿫であり、既ଚ制ౕではそれがないがしろにされているからこ
そ、こうした活ಊが൅ਫ਼してきたというഐ景も考えながら、ೖ々の実ભ現場へと帰っていってもらえればと思
いながら。 

 
 
 
 
 

 

 



 

10 େから 20 େのऑं ਕ

 

今೧は、高校ਫ਼の若者がわっかに๜れてくれるようになり、その子ୣとも継କదにつながることができました。

また、関わっていた若者の紹介で఺職のサポートをさせてもらった若者もいます。どの若者においても行政支援

からこぼれཚちていること、行政の介೘を極ౕにඈけること（過去の介೘が原因となって）がଡく、時間をかけ

て関係を஛いていくචགྷがあります。ਫ਼きることにච死であった൶らにとってາཔを見据えてのਫ਼き๏、考え๏

はೋしく、൶らと共に൶らの「今」と向き合う事を基ຌ姿勢として、小さな事にも過ෆな൶らとの距཯感を୉઀

にしながら、見守りକけることを一൬にしながらೖ々൶らと関わっています。また、ਫ਼活基൭が整っていないこ

とがଡいので、ਫ਼活ྙを身に෉けるお手ఽいもさせてもらっています。今後も、細くௗく見守りをしていくつも

りです。 

 

 

 

ऑंに「໎ೖ」ਫ਼活するためのۜࣁを಩けたい 

 
NPO๑人わっかでは「୯もが、まるごと受けとめられる社会をつくる」ために、主にこども若者に向けて居

場所づくり事業を行っています。2014೧よりはじめた活ಊは、常࿊の子ども若者がଁえ、༹々な環境でਫ਼きる
子ども若者ୣに出会います。 
 
出会った若者ୣの஦には、໎ೖਫ਼きるお金すらなく困り果てている若者がいます。བる親もいない、བり๏もわ
からない。行政の支援や家ఋ๜໲では自෾のຌ౲の困り事を࿫せない。൶らは࿫したくても、そういう関係を஛
こうとしてくれないのです。そんな若者ୣに、皆さんの寄෉で、໎ೖへの希๮を಩けさせてください。 

 

以上の಼༲で、2019 ೧ 12 月にクラウドファウンディング企画を実施し、 

໪ඬ金額 20 ຬ円にଲして、 

円 のべ ໌からのご寄෉をいただきました。 

 



 
 
 

ฑೖ 回 のべ人数 ໌  

 

 緯ܨのࢬࣰ ■

「学校休校になり、ଋ子たち２人が学ಒฯ育にも༮けていないので、１ೖ家で過ごすことになる。」 
「家から出ないように言っているから１ೖ஦ゲームをするのだろうけど、外出するよりいいかな。」 
「ただ、１ೖ子どもたちにしているのも෈安だから、わっかが開いていたら嬉しいな。」 
わっかに、今までもཔていた子のฯ護者の੢に応える形ではじめました。Covid-19 ༩๹ଲ策として、 
換気、手જい、施અ消ಡを実施しました。 

■ ݃果 

わっかに自఺車でཔることができる距཯にいる、一人で過ごす子どもたちが、ຘೖ༁７໌པてくれました。

「はじめまして」の子どもも４໌いて最初は、緊௃してあまり஽らなかった子が、慣れてくるうちに「ふりか

どー」と呼び捨てにしてくれるようになりました。そういう関係を、この機会に新たに஛けたことがとてもྒྷ

かったです。また、ฯ護者からは「෈安が少し࿪らいだ」とのコメントも௘きました。 

   
 

  



 

 

 

新型コロナウイルス感ઝ拡୉๹止の観఼から、今೧ౕ 2 月຦にಧષ、実施された学校休校にଲしてのธ原市
における๎課後児ಒクラブの受け೘れに関する姿勢に疑໲を感じ、児ಒクラブを受୙する๑人としての姿勢を
示すとともに、௪常の学校休業期間の受け೘れとಋじように午઴஦からの受け೘れ実施するための支援員確ฯ
の੥実かつన઀な༩算処஖を講じるように市ௗに申し೘れを行いました。  

 

ଡくの๏にご賛ಋいただいた結果、3 月 5 ೖより開અ時間の繰り上げが実施され、概ね、གྷ๮をซき೘れてい
ただく結果となりました。みなさま、ຌ౲にありがとうございました。  



 

 

 

 

  演ߪ▼

●岐෠ݟ海௣ऀࢤ会ෳڢࢳ議会 ８݆ 

「子どもの೜場所づくりଢ଼ఊ会」にて 

 

 

 

 

 

 

 

わっかの「居場所づくり」の基ຌであり、活ಊのベースとなっている「月ようわっか」「ೖようわっか」のことを

஦心に、୉事にしていることをお࿫しさせていただきました。 
 

 ࡱࢻ▼

ゼミ 6౽ޛ ୉学ཱིݟ賀࣐● ݆から 3 回にわたって 
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子ども食ಌの研究ଲ象として、わっかの活ಊを３回にわたってきてくださいました。視察をした後、実際に、自

෾ୣで༣びやお஫ご൩を作ってくださいました。回を重ねることで、୉学ਫ਼と࿫をできることを楽しみにしてい

る子もいました。 

 

●ぎふ学सࢩ援ネットワーク ８݆ 

「 ೜ 場 所 っ て ど ん な と こ ろ ? 」 

 

 

 

 

 

 

岐෠県で、学習支援をされている஄ରの学ਫ਼さんୣが「月ようわっか」の視察にきてくださいました。のびさん

から活ಊの思いや୉事にしていることをおఽえさせていただきました。 

 

 ಒ委員 ９݆ࣉक೜ࢤඛࠞݟ賀࣐●

テーマ：子どもの自༟な心と自主性を育む活ಊの一୼を見ซし、今後の取りૌみにਫ਼かす 

わっかの『居場所づくり』の基ຌである『月ようわっか・ೖようわっか』のことを஦心に、個พの関わり、思

いなどをお࿫させていただきました。 

 

（講演後のエピソード） 

「わたし、ある子ども食ಌを手ఽいに行っているんだけど、そこは子どもに஭意とか決まりを教えることを୉
事にしているの」「わたしは、そういうのが苦手だし஭意をするචགྷないと思って、஭意せずにいたんだけ
ど、どうしようか、と໐っていた。」「きょうの࿫をซいて、今のままで、いいんだと思えたの、ありがと
う。」とおっしゃってくださいました。 

஭意とか決まりを教えるより、見守りを୉事に思う๏が１人でもଁえたり、「いいんだ」と思ってକけていっ
てほしいです。『わっか』が、そのきっかけになれたなら嬉しい限りです。 
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●しが NPO センター 10 ݆ 

「人育ちプロジェクト」の一環として、わっかの視察にきてくださりました。 
４೧ほど઴に振角も、以઴の職場で「人育ちプロジェクト」の઴身の「若人エンパワープロジェクト」に参加
させていただいていました。その際にNPOのことについて、とくにボランティアやファンドレイジングについ
て学ばせていただいたことを、今も覚えており「わっか」の活ಊに活かすことができています。 
わっかをはじめたきっかけ、わっかの活ಊસൢ、活ಊへの思い、୉事にしていることを受講されている๏にお
࿫させていただきました。 

 

●２໌ 10 ݆ 

౨京で、子どもに関わる活ಊをされている๏、滋賀県಼の୉学ਫ਼など、わっかではຘ月のようにありがたいこと
に、見学のご依བをいただいております。ご依བに関しては、可೵な限り受け೘れをさせていただき、見学の後
などに、わっかのことを௜ંお࿫させていただくこともしています。 
 

●੫岡学सࢩ援ネットワーク 11 ݆ 

੫岡学習支援ネットワークの５໌が見学にきてくれました。活ಊをよりよいものにするために。౲஄ରの活ಊの
༹子を見学したいとのお申し出でした。 
 

●２໌ 11 ݆ 

■ 社会人１໌  
子どもୣとひたすら༣びକけてくれました。引っ掛かりがすこしとれたような༹子で、帰りはຮଏそうに帰ら
れました。 
■୉学ਫ਼１໌  
୉学の研究で子ども食ಌをテーマにしてくれている๏がཔてくれました。ଠの子ども食ಌとർべると圧ౙదに
自༟な場だとおっしゃってくださいました。 
 



 1�

 ゼミ౽ޛ୉学ཱིݟ賀࣐賀୉学 加೴ゼミと࣐●

 

 

 

 

 

 

ྈゼミが共ಋ研究として子どもୣと「MESH を使ったあられ作り」を行っていました。今回は、その研究の実験

をೖようわっかの子どもたちと実施してくださり、厚さや、乾૫期間の異なるമいṹをコンロと七ྡྷで焼きർべ

て、食感やັがどうรわるかを試しました。 

 
 
 

  ໌ 加ंࢂ

９月に、わっかとして、はじめての活ಊๅ告会を行いました。まずは、いまわっかのことをஎってくださっ
ている๏に、わっかのことをよりஎってཋしいと考え、開催しました。౲ೖは、わっかにཔている๏、わっか
のことをஎってくださっている๏、活ಊを支えてくださっている๏にཔていただいて、活ಊの思い、社会దな
ഐ景から活ಊする意ັをおఽえいたしました。はじめましてではない๏に、改めて「わっか」のことを࿫すの
はいいものですね。終わった後、わっかにཔてくださっている๏がわっかにཔるきっかけなどエピソードを࿫
してくださったり、པてくれた๏たちで࿫ができたりしたのもいい時間になりました。 

また、活ಊๅ告会の઴に、わっかのఋの手೘れをしてくださっていました。ๅ告会にཔてくださるだけで、嬉

しいのに、ありがとうございます。おかげさまで೘口周วがとっても់ྐྵになりました。 
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わっかが、これまでの居場所づくり事業や NPO として事業を実施する஦でಚたノウハウを活かして、ธ原市ༀ

所と協ಉ事業をおこないました。具ରదには、 

・ 市಼で居場所づくり活ಊを実施することで、ஏ域住຿にとっての居場所をつくる 

・ 居場所づくりサミットを௪じて、居場所づくり活ಊの啓൅や市಼での೟எౕ向上 

・ 市಼で居場所づくりをするଠの஄ରとの࿊携、アドバイス 

を行いました。 

2020 ೧ౕは、居場所づくりを行なっている NPO や市຿活ಊ஄ରが運営を継କして行えるための仕ૌみづくりな

どを引きକき協ಉ事業として行なっていきます。 

 

 

 

 

わっかのୈ所を、カフェとして営業できるように改修しました。 

改修にかかるඇ༽は『キユーピーみらいたまご財஄』の助成金を使༽しました。 
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 （সྲྀܡ）஄ରの皆༹・ۂえてくださった企ࢩ
 

ธ原市ༀ所 

 

社会ෳ祉๑人 

滋賀県社会ෳ祉協議会  
社会ෳ祉๑人  

ธ原市社会ෳ祉協議会 

  

ฑ࿪ಌ 

（県社会ෳ祉協議会を 

௪じて） 

JA ೸協 
（県社会ෳ祉協議会を௪じて） 

  
2000 縁やさいസ 

タノシニア合ಋ会社 

 

親࿪೸場 
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ਜ਼会員 ໌（஄ର ஄ର） 賛助会員 ໌  

マンスリーサポーター（ఈ額ご寄෉） ໌ （昨೧ౕ３໌） 

ୱ൅ご寄෉ ໌（昨೧ౕ６໌）  寄෉金額  円 

の寄෉をいただきました。ご寄෉はわっかの活ಊのメインである古຿家開๎のための運営維持ඇ（家௠、光೦水
ඇ、消໥඾ඇ、食材ඇ౵）に使わせていただいています。 
 
現在もサポーターはଁえており、みなさんのご支援のおかげで、わっかの活ಊをକけられていることに、心より
おླを申し上げます。これからも、わっかの活ಊを௪じて「୯もがまるごと受けとめられる社会」づくりを行な
っていきますので、ご支援のఖ、よろしくお願いいたします。 

 

●෼඾でのご寄෉   

おธや໼菜などは子ども食ಌの材ྋとして、おもちゃや、古ຌなどは、わっかで過ごす時間が充実したものにな

ります。昨೧ౕいただいたものの一෨をご紹介します。 

 

古ຌ、おもちゃ、お菓子、タオル、ྮ౜食඾、乾໛、季ઇの໼菜いろいろ、エレクトーン、ノート、ゼリー、イ

ンクジェット、子供ෲ、果෼、ラーメン、チロルチョコ、靴、ௗ靴など 
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஄ର໌   ಝఈඉ営ཤ活ಊ๑人わっか 

住所   〒521ʷ0012 滋賀県ธ原市ธ原 178 ൬ஏ 5 

ు࿫   070-1803-1059（େන） 

メール   wacca235@gmail.com 

ホームページ     Facebook       Twitter 

            
 

Ameblo では、のびとあすかの思いや月ようわっかの༹子を見ることができます。 

 
 

note では、だいのすけが、わっかで過ごすೖ々から感じたことなどを書いています。         

      
 

You Tube では、わっかの༹子をಊ画で見ていただけます。

                
 


